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令和6年10月20日

奈良県医師会

“奈良県立医科大学との連携”
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（令和6年5月1日現在）

合計臨床系医師教員診療助教※1病院助教医員専攻医臨床研修医

58921048831089842■男性
233451757524715■女性
8222556514016014557全 体

※注1 病院長が選任した専門医取得後の医員 週5日勤務の常勤医師：女性医師233人中165人(70.8%)
男性医師589人中467人(79.3%) 1



奈良医大全医師対象のワーク・ライフ・バランスを確保するための制度

 4週間以内の変形労働時間制
 育児、介護、負傷又は疾病、修学等を理由とする部分休業及び短時間勤務制度
 妊産婦、育児（小学校就学まで）又は介護を行う医師の深夜勤務の制限、時間外勤務の制限
 年次有給休暇（1時間単位、半日単位で取得可能）
 夏期休暇（半日単位で取得可能）：週4日以上勤務する医師対象

6月から10月に3日付与し、有給休暇と組み合わせて長期休暇を推奨
 その他特別休暇

・ 負傷又は疾病による最大180日の療養休暇の付与
・ 産前産後有給休暇
・ 小学校6年生までの子の看護休暇を年に5日付与（2人以上は10日以内）
・ 介護休暇（年5日付与）
・ 不妊治療のための休暇（原則年5日）
・ 配偶者出産のための休暇

 育児休業及び介護休業 （男性取得推進）

奈良県医師会では産業医研修会で「医師の働き方改革」及び
「ハラスメント防止」に関する啓発活動実施
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【本館】 【新館】
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公立大学法人奈良県立医科大学なかよし保育園

他学の保育園
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S41～
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年 度

150名90名60名18名入所定員

1068.4m2548.9m2450.7m298.0m2施設面積

滋賀医科
大学

京都府立
医科大学

横浜市立
大学

名古屋市立
大学

福島県立
医科大学

札幌医科
大学

和歌山県立
医科大学

大学名

40名26名33名70名90名96名100名入所定員

平成27年4月から業務委託開始

• 病児保育は本学連携医療機関で実施 4



（ヵ月）（日）

取得月数/
1人あたり

取得日数/
1人あたり

取得人数
（延べ）

女性医師

臨床医学教育部門

16.349713皮膚科学

8.626310産婦人科学

8.52588麻酔科学

6.82078糖尿病・内分泌内科学

11.13375総合医療学

9.42855小児科学

9.32845眼科学

8.92715精神医学

7.02125循環器内科学

13.24014呼吸器内科学

8.32534病理診断学

5.71744腎臓内科学

13.74173口腔外科学

9.82973形成外科

11.63542放射線診断・ＩＶＲ学

10.93322救急医学

7.82372消化器内科学

6.11862臨床研修センター

5.21582脳神経内科学

3.51062周術期管理センター

13.84201放射線腫瘍医学

13.74151総合周産期母子医療センター ＮＩＣＵ

13.03961総合周産期母子医療センター ＭＦＩＣＵ

13.03961胸部・心臓血管外科学

12.93931脳神経外科学

10.13081血液内科学

3.1951玉井進記念四肢外傷センター

2.6801ペインセンター

9.8299102小計

基礎医学教育部門

8.22512分子病理学

8.22512小計

9.8298104総計

（ヵ月）（日）

取得月数/
1人あたり

取得日数/
1人あたり

取得人数
（延べ）

男性医師

臨床医学教育部門

6.31932呼吸器内科学

1.0313放射線診断・IVR学

0.252耳鼻咽喉・頭頸部外科学

4.11261糖尿病・内分泌内科学

2.1651脳神経外科学

1.1341整形外科学

0.8241脳神経内科学

0.6181臨床研修センター

0.4131感染症内科学

0.4121総合医療学

0.3101産婦人科学

0.251精神医学

0.141血液内科学

0.121救急医学

1.54518総計

奈良県立医科大学で産休・育休を取得した医師
（令和元年から令和6年8月まで）
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 研究支援員配置事業
 女性研究者学術研究奨励賞
選考事業

 科研費申請推進事業

相談

副センター長（准教授）

センター長
（副学長・医学部長）

学長
（＝理事長）

 ＨＰ運用
 ニュースレター・ポスター
等の発行

 女性の活躍・参画状況の見
える化

 啓発研修・講演会の実施
・ハラスメント防止
・男女共同参画・ダイバー
シティ推進

 ライフイベントとの
両立についての相談

 人間関係の悩み相談
 学業上の悩み相談
 その他

心理相談員

 医学教育研究
 調査研究
・ワークライフバランス
・就労・学習環境
・ハラスメント
・女性の活躍・参画状況

コーディネーター（兼任教員）

研究支援員

啓発・広報
 キャリア教育
 男女共同参画の理解を深める教育
 ダイバーシティ推進を考える教育

コーディネーター（兼任教員）

女性研究者・医師支援センター
運営委員会

事務局（研究推進課）

研究支援 教育

研究奨励賞選考委員

研究・企画

人事課

教育支援課

総務課
教育開発センター

教育支援課

人事課

奈良県医師会

奈良県立医科大学 女性研究者・医師支援センター 実施体制
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良き医療人育成プログラム(6年一貫教育授業科目) 令和6年度
• 1年生（必修） 次世代医療人育成論
「奈良県の男女共同参画」 奈良県子ども・女性課課長の講演
奈良県医師会は奈良県男女共同参画推進サポーターに参加

• 2年生（必修） ロールモデルを探す
平成28年度以降、奈良県医師会会長、奈良県医師会理事、奈良県医師会
所属男女医師が講演
「医師会の役割について」 奈良県医師会理事 樋上謙士 先生
「医師の多様性」 山内醫院 院長 山内 優美 先生

• 3年生（必修） 私のキャリアパスⅠ
• 5年生（必修） 私のキャリアパスⅡ

奈良県立医科大学医学科におけるキャリア教育/
男女共同参画の理解を深める教育/ダイバーシティ推進を考える教育
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樋上謙士理事の講演
抜粋

樋上謙士理事 講演と小テスト
一部抜粋 (令和6年5月17日実施)
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山内優美院長 講演とグループワーク
一部抜粋 （令和6年5月17日実施）

医学科2年生によるグループワークの一例
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令和6年度奈良県立医科大学次世代医療人育成論授業前アンケート
「ジェンダーギャップのない社会づくりに関する意識調査」
医学科1年生対象、有効回答率 38.7%  (111人中43人回答）
男子学生43.3% (67人中29人回答）、女子学生31.8% (44人中14人回答）

女性　 　n=14 男性　 　n=29 総計　 　n=43

1.　「仕事」を優先したい 0.0% 10.3% 7.0%

2.　「家庭生活」を優先したい 0.0% 13.8% 9.3%

3.　「地域・個人の生活」を優先したい 7.1% 6.9% 7.0%

4.　「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい 50.0% 20.7% 30.2%

5.　「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 7.1% 3.4% 4.7%

6.　「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 7.1% 24.1% 18.6%

7.　「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 28.6% 20.7% 23.3%

分類

１．生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」のための優先度についてあなたの
希望に最も近いものはどれですか
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分類 1.賛成
2.どちらかと
いえば賛成

3.どちらかと
いえば反対

4.反対

女性 0.0% 14.3% 35.7% 50.0%

n=14

男性 3.4% 31.0% 27.6% 37.9%

n=29

総計 2.3% 25.6% 30.2% 41.9%

n=43

理由 女性 男性 女性 男性

1. 日本の伝統的な家族の在り方だと思うから 0% 12.5% 1. 男女平等に反すると思うから 22.2% 20.5%

2. 自分の両親も役割分担をしていたから 0% 6.3% 2. 自分の両親もともに家事・仕事をしていたから 14.8% 2.6%

3. 夫が外で働いた方が、多くの収入を得られ

ると思うから 0% 18.8% 3.7% 15.4%

4. 妻が家庭を守った方が、こどもの成長など

にとって良いと思うから 0% 25.0% 0.0% 10.3%

5. 育児・介護・家事と両立しながら、妻が働き
続けることは大変だと思うから 0% 37.5% 22.2% 12.8%

39.3% 38.5%

（自由意見）各夫妻の意思・考えに合わせた役割分担の実現が良いと考えるから（女性）

（自由意見）そもそも人として性別に関わらす自由に生きるべきなので（男性）

（自由意見）役割を分担した方が効率的だから（男性）

（自由意見）女性しか子どもを産めないから（男性）

理由

（自由意見）自分は将来、夫よりも子どもと長くふれあっていたいと思うから（女性）

（自由意見）授乳期に母親がそばにいない家庭をいいと思ったことはないから（女性）

3. 夫も妻も働いた方が、多くの収入を得られ
ると思うから

4. 妻が働いて能力を発揮した方が、個人や社
会にとって良いと思うから

5. 夫婦で育児・介護・家事を行うことで妻が働

き続けることは可能だと思うから

6. 固定的な夫と妻の役割分担の意識を押し

つけるべきではないから

14.3%

34.4%

85.7%

65.5%

27.9% 72.1%

２．「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、あなたはどのように
思いますか（固定的性別役割分担意識について）

令和6年度奈良県立医科大学1年生対象次世代医療人育成論授業前アンケート（医学科） 13



３．職場や学校、家庭などの場で「男だから」、「女だから」という固定観念やプレッシャーにより
生きづらさや不便さを感じることはありますか

分類 あまり感じない 感じない 強く感じる 少し感じる

女性　　　　　　　　　n=14 50.0% 7.1% 0.0% 42.9%

男性　　　　　　　　　n=29 27.6% 24.1% 0.0% 48.2%

総計　　　　　　　　　n=43 34.9% 18.6% 0.0% 46.5%

女性 男性

0.0% 8.3%
0.0% 10.4%
0.0% 4.2%
0.0% 14.6%
5.9% 18.8%
0.0% 6.3%
0.0% 2.1%
0.0% 10.4%

11.8% 6.3%
17.6% 4.2%
11.8% 2.1%
17.6% 4.2%
11.8% 2.1%
17.6% 6.3%

（自由意見）着替えやトイレが女性よりも隠されていないことがある（男性）

13. 女性は仕事を任せてもらえない、決定権がないことが多い

14. 女性は結婚し家事・子育てに専念するのが当たり前という考え

11. 女性は優しい、可愛い、気が利くという考え

12. 女性は男性に従うのが良いという考え

10. お茶出しや掃除などは女性がするものだという考え;

1. 男性が弱音を吐いたり、悩みを打ち明けることは恥ずかしいという考え

3. 男性は働きながらも、家庭(家事・育児)への積極的な関わりを求められる

5. デートで男性が多く負担したり女性をリードするべきという考え

6. 男性は定年までフルタイムで正社員で働くべきという考え;

7. 男性が育児に関わりにくい環境(男性用トイレにオムツ替えの台がない等)

8. 男性は結婚し家計を支えるのが当たり前という考え

9. 家事、育児、介護は女性がするものだという考え

項目

2. 男性は育児休業・育児休暇を取得しにくい

4. 力仕事や危険な仕事は男の仕事という考え

令和6年度奈良県立医科大学1年生対象次世代医療人育成論授業前アンケート（医学科） 14



分類 １．持っている
２．どちらかといえば

持っている
３．持っていない

４．わからいない
（考えたことはない）

女性　　　　　　　　n=14 0.0% 28.6% 64.3% 7.1%

男性　　　　　　　　n=29 6.9% 17.2% 65.5% 10.3%

総計　　　　　　　　n=43 4.7% 20.9% 65.1% 9.3%

４．結婚についてマイナスイメージを持っていますか

令和6年度奈良県立医科大学1年生対象次世代医療人育成論授業前アンケート（医学科）

令和7年度は医学科5年生を対象にした「私のキャリアパスII（必修授業）」にて

キャリア形成に関する意識調査を奈良県立医科大学と連携して実施予定
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“奈良県医師会では、今後も県内の医師や医学生、県民の皆さまに

役立つ女性医師支援活動を継続していきます”

奈良県医師会男女共同参画推進事業ワーキンググループ
鉄村信治 藤本清秀 増永博幸 山内優美 須﨑康恵


